
【旺】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。「暀」を
異体字とする資料がある。
【昆】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。

早

易

旺
暀

昂
昻

昏
昬

昆

ソウ
サッ
はやい
はやまる
はやめる

エキ
イ
やさしい

オウ
さかん

オウ

コウ
ゴウ
あがる
たかい

コン
くらい
くらむ
くれ

コン
あに

教 1常①

教 5常①

常①

④

人①

人①

常①

昏

易

昂

昏

暀

昆

旺

昆

昂

暀

昆

早

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

王勃詩序

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

農家用文章大全

再板 農業全書

節用

立身寅之巻

開化往来

節用

尺牘楷梯

庭訓往来

女大学

節用

日 2

日 4

日 4

日 8

日 4

日 4

日 4

こころ

こころ

こころ

こころ

こころ

中・台・香

中・台・香

中・台・香

中国・台湾 香港

中国・台湾

中国・台湾

香港

香港

中国

台湾

香港

甲骨

甲骨

金文

大盂鼎

金文

睡虎地秦簡

中山王鼎

睡虎地秦簡

中山王鼎

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文・日部

説文・易部

説文不録

説文・日部

新附・日部

説文・日部

説文・日部

武威医簡

馬王堆

敦煌漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

武威漢簡

曹全碑

曹全碑

張遷碑

張遷碑

孟璇残碑

智永千字文

王献之

智永千字文

唐・書譜

智永千字文

集字聖教序

興福寺断碑

集字聖教序

集字聖教序

鄭羲下碑

敬史君碑

鄭羲下碑

元瑛墓誌

比丘干墓文

元願平妻王氏墓誌

化度寺碑

孟法師碑

泉男生墓誌

化度寺碑

道因法師碑

九成宮

九経・日部

五経・序

五経・日部

聾瞽指歸

杜家立成

杜家立成

伝空海 新撰類林抄

王勃詩序

性霊集

王勃詩序

392 393

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【日】早
2
易

4
旺

4
昂

4
昏

4
昆

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【映】説文不録で新附で取り上げられた字。南北朝よりも前の
使用例が見つからないので説文で不録になるのも頷ける。

【昇】説文不録で新附で取り上げられた字。南北朝よりも前の
使用例が見つからないので説文で不録になるのも頷ける。説
文新附の字体に従った例が見えない。段注本では「升」をあ
げている。
【昌】九経字様は説文の字体に従って下の「日」の左上を空け

ている。
【明】説文解字と康煕字典で秦篆と古文の字体が逆。岩田母型
製造所は「月」の横線が縦線に接していない字体を旧字体、
横線が縦線に接している当用漢字字体表の字体を新字体と認
識していたようだ。

②

昇
曻

升

昌

昔
㫺

明
朙

映
暎

ショウ
のぼる

ショウ
さかん

セキ
シャク
むかし

メイ・ミョウ
あかり・あか
るい・あかるむ
・あからむ・あ
きらか・あける
・あく・あくる
・あかす

エイ
うつす
うつる
はえる

常①

③

人①

教 3常①

教 2常①

④

教 6常①

昇

昔

映

昌

明

映

近衛本朗詠

近衛本朗詠

無量義経

三体白詩

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

関戸本朗詠

関戸本朗詠

関戸本朗詠

三体白詩

佚名白詩

女用文章

消息往来

心学心得艸

養蚕秘書

開花一寸用文

節用

節用

開花一寸用文

節用

日 4

日 4

日 4

日 8

日 4

古文

目 4

日 5

日 9

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

陸軍

陸軍

◯

中・台・香

中・台・香

中・台・香

中・台・香

中国・香港

台湾

甲骨

甲骨

甲骨

春秋・蔡侯盤

大克鼎

毛公鼎

春秋・金文

春秋・秦公鐘

睡虎地秦簡

中山王鼎

郭店楚簡

信陽楚簡

睡虎地秦簡

長沙子弾庫楚帛書

新附・日部

段注・斗部

説文・日部

説文籀文

説文・日部

説文籀文

段注・日部

泰山刻石

説文・明部

説文古文

新附・日部

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

孔宙碑

北海相景君碑陰

郙閣頌

史晨前碑

石門頌

乙瑛碑

十七帖

十七帖

淳化閣帖

集字聖教序

集字聖教序

興福寺断碑

集字聖教序

蘭亭序

比丘道匠造像

高貞碑

孫秋生造像

元顕儁墓誌

鄭羲下碑

孫秋生造像

敬史君碑

魏霊蔵造像

泉男生墓誌

蘇孝慈墓誌

九成宮

孔子廟堂碑（覆）

太僕卿元公墓誌

九成宮

昭仁寺碑

九成宮

皇甫誕碑

干禄・序

九経字様

五経・石経

五経・説文

五経・古文

五経・説文

五経・石経

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

最澄 天台法華
宗年分縁起

伝空海
新撰類林抄

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

394 395

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【日】昇
4
昌

4
昔

4
明

4
映

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【春】説文解字の字体は春秋の金文にほぼ合致している。説文
の字体「萅」が漢代には「春」になるが、なぜこの字体にな
るのか不明。「萅」と「春」は別系統の字体なのかもしれな
い。

昨

春
萅

旾

昭

是

星
皨

曐

サク
きのう

シュン
はる

ショウ

ゼ

セイ
ショウ
ほし

教 4常①

教 2常①

教 3常①

常①

教 2常①

④

昨

星

春

昭

春

是

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

書札重宝記

消息案文

書札重宝記

消息往来

駿台雑話

国恩教諭実能名留樹

節用

国恩教諭実能名留樹

節用

日 5

日 5

古文

古文

日 5

日 5

古文

日 5

古文

古文

古文

坊っちやん

こころ

こころ

こころ

坊っちやん

中・台・香

中国・台湾

香港

中・台・香

中・台・香

中・台・香

甲骨

甲骨

春秋・金文

毛公鼎

虢季子白盤

郭店楚簡

子弾庫楚帛書

睡虎地秦簡

石鼓文

郭店楚簡

中山王鼎

子弾庫楚帛書

説文・日部

説文・草部

説文・日部

泰山刻石

説文・是部

説文籀文

説文・晶部

説文或体

説文古文

武威漢簡

馬王堆

ニヤ漢簡

敦煌漢簡

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

銀雀山竹簡

馬王堆

史晨前碑

尹宙碑

西嶽華山廟碑

魯俊碑

乙瑛碑

曹全碑

西嶽華山廟碑

淳化閣帖

唐・書譜

十七帖

澄清堂帖

集字聖教序

蘭亭序

集字聖教序

蘭亭序

張猛龍碑

元頊墓誌

鄭羲下碑

張猛龍碑

司馬顕姿墓誌

雁塔聖教序

契芯明碑

皇甫誕碑

九成宮

孟法師碑

五経・序

五経・日部

九経・説文

九経・隷省

聾瞽指歸

聾瞽指歸

空海三十帖策子

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

396 397

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【日】昨
5
春

5
昭

5
是

5
星

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



味は「冷遇する」だ。【昧】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【晦】JIS2004（JIS X 0213:2004）で例示字体が「晦」から「晦」
に変更された。
【晃】「晃」と「晄」は文字の部品の位置が異なる異構（動用字）
といわれる関係の字。「晄」は説文解字の大徐本の字体。「晃」

は段注本の字体。康煕字典では「晃」と「晄」を同字として
いる。
【晒】説文解字では「晒」は不録で「曬」を「暴也」としてい
る。康煕字典には「晒」の項目に「『字彙補』興曬同」とあ
る。大陸中国では「曬」を使わず「晒」だけを使っており意

昼
晝

昧

晃
晄

晒
曬

時
旹

チュウ
ひる

マイ

コウ
あきらか

サイ
さらす

ジ
とき

教 2常①

②

常①

人①

②

人①

④

教 2常①

④

昼

旹

昧

时

晒

晃

晝

時

曬曬

時

元暦萬葉⑫ .

元暦萬葉⑬

無量義経

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

家内用心集

家内用心集

迪彞篇

再板 農業全書

農業往来

節用

節用

俗鳩翁道話

開花一寸用文

日 7

日 5

古文

辰集補遺・日

日 6

日 19

日 6

日 6

古文

三号

こころ

こころ

こころ

こころ

こころ

陸軍

陸軍

×

台湾

台湾

中国

台湾・香港

中・台・香

中・台・香

中・台・香

香港

中国

香港

中・台・香

甲骨

甲骨

㝬𣪘

西周・金文

子弾庫楚帛書

睡虎地秦簡

石鼓文

郭店楚簡

中山王方壺

睡虎地秦簡

説文・畫部

説文籀文

説文・日部

泰山刻石

説文不録

説文・日部

説文・日部

段注・日部

説文・日部

説文古文

段注古文

馬王堆

居延漢簡

敦煌漢簡

武威漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

新居延漢簡

桐柏廟碑

馬王堆 熹平石経

霊台碑

霊台碑

曹全碑

書譜

十七帖（三井本）

十七帖（上野本）

集字聖教序 張猛龍碑

房山雲居寺石経

孟法師碑

九成宮 五経・日部

伝空海新撰類林抄

聾瞽指歸

聾瞽指歸

大聖武

聾瞽指歸

聾瞽指歸

398 399

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【日】昼
5
昧

5
晃

6
晒

6
時

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【書】「書」は本書が参照している『JIS漢字字典』では「日」
部に分類されているが、他の字典にはに「曰（いわく・ひらび）」
部に分類、「聿（いつ・ふでづくり）」部に分類、「日・曰」を一緒
にした部首に分類、と4種類の分類がある。説文解字は「聿」
に分類、康煕字典は「曰」に分類、五経文字は「又」に分類

している。五経文字は「聿」を手で筆を持つ形とし手を「又」
と解釈して「又」部に分類したのだろう。
【晦】JIS2004で例示字体が「晦」から「晦」に変更され、画
数が一画増えた。
【景】「京」の「口」を「日」にした字体が多く見られる。

書

晋
晉

㬜

晦
晦

暁
曉

景

ショ
かく

シン
すすむ

カイ
くらい
みそか

ギョウ
あかつき

ケイ

教 2常①

人①

②

④

人①

常①

②

教 4常①

书

晋

曉

晦

晉

景

書

晉

晓

晦

景

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

太田切

太田切

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

歴世女装考

農家用文章大全

四季往来

女庭訓往来

農家調宝記嗣篇

元禄太平記

七夕

北窓瑣談

女用文章

節用

曰 6

日 6

日 6

日 12

日 7

日 12

日 8

こころ

こころ

陸軍

陸軍

干禄・通

中国

台湾・香港

中国

台湾

香港

中国・台湾

香港

中国

台湾・香港

中国・台湾

香港

甲骨

殷・金文

甲骨

金文

金文

春秋・侯馬盟書

睡虎地秦簡

戦国・金文

戦国・郭店楚簡

睡虎地秦簡

泰山刻石

説文・聿部

説文・日部

段注・日部

説文・日部

説文・日部

説文・日部

居延漢簡

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

乙瑛碑

礼器碑

樊敏碑

甘陵相残碑

張遷碑

曹全碑陰

石門頌

曹全碑

七月帖

十七帖

王献之

隋・智永千字文

唐・書譜

隋・智永千字文

集字聖教序

大観帖

王献之

集字聖教序

王献之

集字聖教序

淳化閣帖

元纂墓誌

孫秋生造像

東晋・爨宝子碑

元新成妃李氏墓誌 .

張猛龍碑

鄭羲下碑

元楨墓誌

元顕魏墓誌

馬鳴寺根法師碑

張猛龍碑

孔子廟堂碑

九成宮

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

皇甫誕碑

道因法師碑

九成宮

孔子廟堂碑

孟法師碑

五経・又部・説文

五経・又部・石経

五経・日部・石経

五経・日部・説文

干禄字書

風信帖

風信帖

風信帖

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

琱玉集

王勃詩序

聾瞽指歸

400 401

音訓親字 甲骨文・金文・古文・篆書
（殷・西周・春秋・戦国・秦）

説文解字
秦篆

隷書
（前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【日】書
6
晋

6
晦

7
暁

8
景

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


